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北病棟チームカンファレンス記録
平成２２年　１月　２５日（月）
司会　中野　円香　　　記録　赤坂　真吾
	市島
	佐々木
	松橋
	中野
	滝田
	小泉
	岩藤
	本川
	小林
	三浦

	○
	○
	準夜
	○
	公休
	欠勤
	深夜
	公休
	○
	○

	赤坂
	加藤
	中村
	音喜多
	水上
	半澤
	山田
	佐藤
（栄）
	
	

	○
	公休
	準夜
	年休
	○
	深夜
	業務
	公休
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・経理チームより

正月勤務特別手当給与所得処理について、掲示されていますので各自確認をお願いします｡不明な点があれば、経理チームまで問い合わせて下さい｡

・新しく当直の医師が勤務されています（佐々木Dr.）｡当直時に連絡する際は当直用PHS（007）へ連絡する事となります｡

・職員玄関について、電子錠に不具合がみられています（施錠・開錠のさい錠の回転音が不自然に長い）。現在のところ開閉に問題はありませんが今後不具合が出る事も考えられる為、修理伝票を提出しています。

・院内歯科が1/29（金）→1/28（木）へ変更となります。

・法人研修が下記日程であります。

　1/26（火）1/27（水）→接遇について

　1/29（金）→個人情報保護法について

　掲示されていますので、各自確認し出席するようにして下さい｡

・アドバイザー制度アンケートについて、TQMチームよりアンケートの協力依頼がきています。対象者は記入をし、SGMまで提出をお願いします（スタッフファイルに提出用の封筒を用意しています）｡

・ワークフローについて、年休等申請する際に2009年と間違えて申請している職員がいますので注意をして下さい｡

・看護基準・手順書について

　決まっている場所・時間がある場合は記入して下さい（所定の場所等の曖昧な表現をしない）。

　　例）レクリエーションでのプレミーティング

　　　9:00から東病棟Bユニット診察室

　略称を使用しない

　　例）リハプロ→リハビリテーションプログラム

　中途採用者や新人がみて、分からないような表現・記載をしないようにしていきましょう。

・患者様の冬靴所持状況確認について、以下の患者様がまだ所持されていませんので担当スタッフは確認をお願いします。

・小泉　康政様　・三上　勇様　・稲垣　恵利子様　・坂本　秀男様

・上村　みわ様　・沢田　三朗様　・八木橋　牧雄様　

　・飯豊　信雄様（ご家族待ち）　　・吉田　富秋様（購入予定）

・新型インフルエンザ予防接種について

　今後、基礎疾患のない患者様も予防接種していくことが考えられます（現段階で決定事項ではありませんが）ので、ご家族が面会にいらした際など「実施可能となった際に接種してもよいか」確認をしていきましょう。料金は￥3,600です。

※佐々木　修様について

　深・準夜勤務帯に、過剰電話による迷惑行為が続いています｡内容について明らかに嫌がらせである為、迷惑である事を伝え、通話を切るように対応を統一していきましょう（医師の指示でもあります）。また電話があった際は外来カルテへの記載を徹底し、外来日誌への記載、電話回数等、情報を残すようにして下さい｡

＜患者様連絡事項＞

・江刺家　陽輝様～現在のご家族への電話制限について、母が面会にいらした際に確認したところ「用事があるときは、かけてきても良い」とのことで制限を解除しても良い旨の話をされていました。本日、主治医へ情報提供しています｡

＜週間予定＞

1/26（月）　八木橋　牧雄様　松尾歯科受診

1/26（火）　モップ受け取り

　　　　　　症例検討（田名部Dr.診察16:00～）

法人研修

1/27（水）　法人研修

1/28（木）　皮膚科診察

　　　　　　歯科診察（1/29から変更）

1/29（金）　猪股Dr.診察13:00～北病棟　法人研修

1/30（土）　床屋記入

1/31（日）　ポット洗浄

＜リハビリテーションプログラム経過報告＞

・実施状況に関しては、問題・事故等ありません。

・2～3月に、患者様・スタッフ対象にアンケートを実施していく予定です｡実施の際は協力をお願いします｡

＜要注目患者様＞

・鈴木　茂子様～「金銭管理がしたくないから、東病棟へ行きたい」と話す事あります。以前に佐々木　康子様から金銭を借りた事について、スタッフ側から長期間にわたり過剰に指導された事から上記の発言に至ったようです｡本人にとって、金銭管理の指導は必要な事ですが、介入・指導について、本人にとって押し付けとならないよう、患者様に合わせて行っていけるよう考えていきましょう｡

・八木橋　牧雄様～春の退院にむけて、準備が必要となってきています｡自発性に欠けますので、スタッフ側からの介入が不可欠です。退院後の生活を考えて、金銭管理（1ヶ月にどの程度必要か、どの程度の収入・支出があるか等）や物件について（本人は知人からの紹介でアパートを探すと話しているが、現実的に可能な話なのか等）など、本人が考えていけるよう問題点を表面化していくような関わりを考えていきましょう。

・小泉　康政様～春の退院を予定しています｡今後の取り組みとして、服薬自己管理を7日間へステップアップ。退院前訪問指導を進めて行く予定です｡退院前訪問指導については、PSWと連携をとり実施していく事としています。

















































